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〈研究 ノー ト〉
複式簿記 の展開 に関す る一試論







複式簿 記成 立の メル クマ ール
ー 損益計 算 手段 と しての商L1ｬ勘 定 の形 成 一一
財務諸 表の制度化 と複式 簿記 の拡張
一交 換取引 の本格的導 入一…
お わ りに
1.は じ め に
周 知 の通 り,FASBは 財 務 諸 表 の関係 に関 す る様 々 な見解 を討 議 資料
にお い て検 討 した後,最 終 的 に アー テ ィキ ュ レー シ ョン(articulation)を
選択 した。 この ア ーテ ィキ ュ レー シ3ン は,複 式 簿 記 を 前提 と した財務
諸 表 間 の関係 で あ る。FASBの 選 択 は,今 後 も認 識 に係 わ る会計 事象 に
対 し,複 式 簿 記 を 前提 に会計 記録 ・計算 を行 う ことの表 明で あ った と考
え られ る(戸 田[1995]68頁)。
さて,こ の複式 簿 記 が,経 営 成績 と財 政状 態 を表 す とされ る損 益 計算
書 ・貸 借 対 照 表 を作 成 す る技 術 で あ り,ま た 両 財務 諸 表 が フ ロー ・ス
トック と 言われ る項 目を包 含 しっ っ 利益 額 の一 致 を も って完結 す る もの
で あ るな ら,今 後 も ス トック認 識 に際 して何 ら問題 はな い はず で あ る。
また複式 簿 記 が取 得 原価 圭義 に無 条 件 に結 びつ くな らば,時 価 認 識 の問
題 も少 な くと も複 式 簿 記 レベ ルで は生 じな い はず で あ る。 しか しな が
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ら,現 実 には,金 融派生商品 の問題 が典型的 に示 す通 り,そ の記帳お よ
び測定属性 について様 々な議論 が噴 出 している。
本小論稿 は・複式簿記 を今一度新 たな観点 か ら見直 し,も って現代的
会計問題を考察す る一助 と してい きたい。 その際 まず,複 式簿 記 システ
ム成1r__のメルクマールを,損 益計算 手段 と しての商品勘定 の形成 と仮定
す る。 つま り・現金収入 ・支出の うち売上 ・仕入 に関連 す る部分,商 品
売 買に関連 して生 じた債権 ・債務 であ る売掛金 ・買掛金,お よび仕入 ・
売 上諸掛 を集計 し,さ らに期末商品棚卸高 を組み込んで売買益を確定す
る商品勘定 の形成 を複式簿記成 立の メル クマールと して仮定 す るのであ
る。 さ らに制度的 な貸借対照表を形成 す る手段 と して交換取 引が本格的
に導入 され たので はないか とい う史観 の もと論 を進 める。
従来か ら,簿 記史にっ いて は数多 くの研究 が行われて きた。 しか しな
が ら私見によれば,簿 記史特 に勘定理論 史は,資 本 主義発達史 と して捉
え られ る傾向があ ったように思 われ る。江村([1953122-3頁)は 以下 の様
に述 べている。「た とえば 『複式簿記 とは財産 ・資本の増減変化の記録で
あ り,正 味財産yも しくは,損 益 の二 重表示 を行 うものである』 と言 う
ときは,複 式簿記 を実質的に解釈す る もので あ り,一 っの経済事象た る
取引を財産 と資本 の二 っの面か ら考察 ・記録 し,あ る財産 の増加又 は減
少を同時 に資本 の増加又 は減少 と考 え ることによ って,財 産系列 と資本
系列 の二 系列 の勘定体系 を用 いる組織的記録方法を以 て,複 式簿記 と考
え るものであ る。 かか る見解 に従 うか ぎり,資 本 な る経済的範疇 の発生
と存在 とがおのずか ら前提 とされ,従 って,複 式簿記 は貨幣 が単 なる計
算単位 たる範囲 を越 えて,そ れ 自身,貨 幣資本 と して機能す るに至 った
商業資本主義 の成 立と共 に,な い しは,そ れ以後 に発生 し使用 され るに
至 ったと言わねばな らないであろ う。 しか し,こ の場合 には,複 式簿記
発生史 は資本主義発生史のなかに包摂 され,こ れを独 自の研究対象 とし
て考察 す る意義 は相対的に減少す ると言 わざ るを得 ない。」従 って,「 複
式簿記が何 よりも記録 および計算 の体系 である以 上,財 産,資 本の二面
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的計算が 可能 とな るためにはsか かる計算方式 がすでに形式 的に+1_し
て いることが是非 とも必要 であ り,こ こに複式簿記 を形式的 に解釈す る
ことが,複 式簿記 発生史 の研究 の出発点 として重要視せ らるべ き必要性
があ る」 と考え られ るのである。
2.複 式 簿 記 成 立 の メ ル ク マ ー ル
ー損益計算手段 と しての商品勘定の形成一
複 式 簿記 の発 生 にっ いて は,(1)収 入 と支 出 の対 比 か ら生 成 した とす
る もの,(2)寺 院 や僧 院 の非 営利 経 済 の予 算 と実 算 との対 比 か ら生 成 し
た もの,(3)他 人 との貸借 ・債 権債 務 の 発生 消 滅 の記 録 か ら発生 した も
の とす る三 っ の 立場 が あ ると され る(木 村[1958a]5頁)。 また,発 生 時 点
につ いて は,奴 隷 制社 会 の ローマ とす る説 と,巾 世 封 建 制社 会 末 期 の北
イ タ リア とす る説 が あ る と され る(小 島[196U5-29頁)。 発生 に つ いて は
債 権 債務 記 録 か らとす る説,ま た発 生 時点 につ いて は北 イ タ リア説 が通
説 で あ る。 この場 合 は無 論,西 洋式 の複 式簿 記 につ いて で あ る。
木 村 研 究 は フ ォー ゴや ペ ン ドル フの研 究 を基 本 と して い るが,複 式 簿
記 の原初 形 態 と して の勘定 記 録 は,1211年 の フ ィ レンツ ェにお け る一 銀
行 家 の人 名勘 定 にお い て あ らわれ た とされ る。確 か に,巾 世 の金 融 業者
が,債 権 債務 関 係 を人名 勘定 に よ り記録 し,そ の総 体 を現 金 勘定 との対
比 に よ り管 理 した こ とは想 像 に難 くな い。 さ らに,預 入 人 同 士 の勘 定 間
操 作 と して の振 替 とい う方法 もこの時生 じて いた とされ る。 た だ,複 式
簿 記 成立 の メル クマ ールが備 忘 記録 を基本 とす る債 権 債務 関 係 の管 理 に
あ る とす るな ら,金 融 業 以外 の形態 に お いて複式 簿 記 が これ ほ ど長 きに
渡 り使 用 され て きた ことの説 明 に はな らな い と考 え られ る。
そ こで,本 小 論 稿 で は,複 式 簿 記 シ ス テ ム成 立 の最 も重 要 な メ ル ク
マ ー ル につ い て,商 品流通 経 済 が一 般 的 に な り,ま た簿 記 的 には商 品勘
定(初 期においては口別,そ の後の集合 勘定 も含 む)が 形 成 され た ことを再 び
考察 す る必 要 が あ る と考 え る。 十字軍 の遠征 を期 に,胡 椒,絹,そ の他
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の東 方 物 産 が北 部 イ タ リア諸 ・都 市 に集散 した際 ど う して もそ の売 買 損
益 を系 統 的 に確定 す る必要 が生 じた と考 え るの は 自然 で あ ろ う。 そ して
実 際 の勘定 記入 に際 して は,例 え ば 「胡 椒 勘 定 」につ いて は,r借 方側 に
は 『仕 入原 価』 及 び 『仕 入 諸掛 」 か らな る諸 費 用 を記 帳 し,そ の貸 方 側
に は 『売 上 高』及 び 『付 帯収 益 』か らな る諸 収 益 を記帳 す る」(久野[1993]
288頁)こ とによ り,複 式 簿 記 シ ステ ムを完 成 の域 に近 づ けた と考 え られ
る。なお,胡 椒 勘 定 にっ いて は,す で に1340年 ジ ェノ アll∫政 府財 務官 帳
簿 に その記 帳 が あ る こ とが ペ ン ドル フによ り確 認 され て い る。 また,茂
木([1980]359-so頁)に よれ ば,棚 卸 を論 じた最 初 の 著書 と され る ゴ ッ ト
リー プ(Gottlieb,Johan)の`EinveutschverstendigBuchhaltenfur
HerrenoderGesellschaffterinhaltWellischernProcess(1531)'に お い
て・ 商 晶勘 定 とい うべ き商 品帳 に お いて,「 各 種 の仕 入 を借 方 記 入 す る。
これ に対 し,各 種 の 商品売 上は貸 方 記入 す る。決 算 に お いて 手許 にあ る
商品 在 高 は貸 方 記入 す る。 そ の集 計 に お いて は貸 方 の差 引残 高 分 は利 益
と して記録 され る」 とい う記述 が 見 られ る と い う。 これ は,非 期 間的e
口別 計算 段 階 の商 品 勘定 とい うよ り も,期 間 的;総 括 的 計 算段 階 の商 品
勘 定 の構 造 を示 して い る。
ヒ述 の記録 形式 は,現 在 で は総 記法 と呼 ばれ る記帳 法 に他 な らな い。
総 記 法 によ る商品 勘 定 は,「 資 産 勘 定 と利益 また は損 失 勘定 … とが合 算
され るた め,そ の貸 借 差額 は無 意 味 な数 値 とな り,そ れ は商 品 の 手許 有
高 も販 売 益 も示 さな い」,い わ ゆ る 「混 合 勘 定 」 とな り,こ れ は 「複 式 簿
記 の欠 点 」 で あ る と され る。 そ して た とえ,簿 記 の欠点 で はな く と も,
「期 末有 高 」 を調 べ る とい う 「救 済 方法 」 が必 要 な の だ と され る(沼 田
Ll992」84-5頁)。 む ろん,こ の思 考 の基 本 は シェ アー理論 で あ ろ うが,そ
の物 的 二勘定 学 説 の影 響 を強 く受 けた 上野([1953]134頁)に よれ ば
,「完
全 な る簿 記」 と して の複式 簿 記 とは 「財 産 勘 定 系列 と資 本勘 定 系 列 との
二 種 の勘定 系 列 を 有 し,企 業 の財 産 の増 減 変化 と資 本 の増 減 変 化 とを併
せ記 録 す る簿 記体 系 」で あ り,「混 合勘 定 は財 産 勘 定 系 列 に も資 本勘 定 系
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列 に も属 す るが 故 に,各 勘 定 系 列 は いつ れ も此 の点 に於 て未 知 数 を 含
み,従 って簿 記 は企 業 の財 産状 態 の表示 を も資本 状態 の表 示 を も共 に之
を全 くす るを得 ず,簿 記本 来 の 目的 は之 に由 って全 く阻害 され る こ とと
な る」 とされ る。 これ はい わ ゆ る,混 合勘 定 あ る い は総 紀法 の欠点 と し
て,常 々指 摘 され て きた とこ ろで あ る。
しか しな が ら,い わ ゆ る総 記法 は,「 救 済 方 法 」な ど とr-7わず と も,期
末 商品 の棚 卸 高 が分 か れ ば 当期 利 益 は確定 で きるの で あ る。 以下 に簡 単
なT字 フ ォー ムで例 示 す る。
商品
-_An
-一一_._.一 一一 一 一"一_...3
　
卜… 一 一 一 一 一 一一 」
仕入 高










以上の システムが完結す るためには,期 末の商品棚卸 高が不口∫欠であ
るが,期 末商品棚卸高 の単価 にっいて は,便 宜 上,最 終仕入価格 あ るい
(1)
は売 価 が と られ て い た と され る(久 野[1993」300-2頁)。 従 って,複 式 簿
記 が 期末 棚 卸 を そ の シス テ ムに組 み 入 れ なが ら商flit売買 益 を確 定 させ る
シ ステ ムを成 立させ る際 特 定 の測定 属 性 との み結 びつ いて いた訳 で は
な い こ とにな ろ う。 っ ま り,商 品仕 入れ につ いて は現金 支出 あ るい は買
掛 金 と しての将 来 の現 金 支 出,ま た売 上 にっ いて は現 金収 入 あ るい は売
掛 金 と して の将 来 の現 金収 入 を基 本 と しつ つ,期 末 に実 地棚 卸 に よ る商
品在 高 を 加味 す る こ とに よ って,利 益計 算 を成 、γさせ て きたの で はな い
か。
この計 算 の背 景 に,フ ロー と して の期 間利 益 に対 して,ス トックの裏
づ けを 与え る とい う商 人 達 の リア ルな思 考 が垣 間 み られ るの で は なか ろ
うか。 や や くだ けた 言い方 を す れ ば,商 人 は,手 持 ちの 商品 を,保 持 ・
運 用す る こと によ って収 益 を発生 させ る 「ス トック」 と して見 るよ り・
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いか にそ れ を有 利 な条 件 で さば いて利 益 を あ げ るか とい う 「フ ロー」 と
して 見 て い た と考 え る方 が 自然 で はな いだ ろ うか。 従 って,本 小 論 稿 で
は,損 益計 算 手 段 と して の商 品勘 定 こそ,現 在 の収 益 ・費用 を統 括 した
名 目勘 定 だ った と仮 定 して い る。
しか し,こ れ に対 し,人 名 勘 定 か ら物 的勘 定 へ ,さ らに は名 目勘定 へ
と拡 張 し,こ れ ら三っ,あ るい は物 的勘 定 お よ び名 目勘 定 が統 一 され て
完 成 した ものが 複式 簿 記 で あ る とす る説 が 有 力 で あ る。 例 え ば,複 式 簿
記 の成 、iのメ ル クマ ー一ル は 「資 本金勘 定 乃至 資 本1"勘 定 の成 、刀 で あ り
,
「物 的 勘 定 と名 目勘 定 とが組 織 的 に体 系 化 され る と ころ に複 式 簿 記 の本
質 が求 め られ」,さ らに 「企 業 が企 業所 有 者 との賃 借 関 係 を表 示 す べ き資
本金 勘 定 の出 現 は,必 然 的 に,そ の資 本 金 勘定 増減 部分 と して の損益 計
算 に関 す る名 目勘 定 一一損 益 勘 定 の 出現 を招 来 す る」(山 ド 〔1950]9頁)と
い う見解 が支 配 的 で あ る。 この見 解 は上 野 教授 と同 様
,シ ェア ーの物 的
二 勘定 学 説 に その基 礎 が 置 か れ て い る こ とが推 測 され るが
,資 本(金)
とい う名 目勘 定 が完 備 して い な けれ ば複 式 簿 記 シ ステ ムは成r .した こ と
に な らな いの で あ ろ うか。 例 え ば 「penndorfに よ る と1211年 にF'lor -
enceの 銀 行 家 の 帳簿 に,既 に複 式簿 記 の萌 芽 が現 れ … …
,1340年 に ゼ
ノアの財 政 吏 の帳 簿 にお いてf複 式 簿 記 の体 系 が現 れ た」 の で あ るが,
「この初 期 に お いて は今 日の意 味 にお け る資本 主 勘定 が未 発達 で あ った」
(木村[1958)388頁)と い う。 また,例 えば,「 市政府 の い となむ企 業 で あ
るが故 に出 資 金 を あ らわ す資 本勘 定 を欠如 した ま ま に,完 全 な る損益 計
算 が 行 わ れ て い る」(江 村[1953]125)帳 簿 も存 在 す る。
名 目勘 定 と して の資 本 勘 定 の強 調 は,「複 式 簿記 以 前 にお い て は,資 本
と い うカ テ ゴ リー は,こ の 世 に存 在 しなか った し,ま た資 本 は複 式 簿 記
な く して は出 現 しな か った で あ ろ う,と い う こ とが で き る」(Sombart
[1902]S.120、)と い う,複 式 簿記 と資本 主義 を密 接 に結 びっ け た学 説 に そ
の基 礎 を置 いて い るよ うに思 われ る。 この見解 は現 代 で も しば しば見 受
け られ る。 しか しなが ら,「 マ ック ス ・ウ ェーバ ー に して も,ゾ ンバ ル ト
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に して も,複 式簿 記 の もつ組 織 性e科 学性,企 業 の もつ利 潤 性,資 本 セ
義 の合理 性 を 同一次 元 の もの と して把握 す るか らこそ,「 近 代 合理 セ義』
の解 明 に複 式 簿記 を引 き合 い に だす」(茂木[1981]71頁)も のだ と考 え ら
れ る。 複 記形 式 が生 み 出す 資本 勘 定 が,現 代 資本 主義 社 会 に お いて重 要
な 意 味 を有 す る こ とは論 を ま た な い が,そ れ が複 式 簿 記 成rの メル ク
マ ール と考 え るの は疑 問 で あ る。 簿 記 史研 究 は,中 世 イ タ リア語 な どの
語 学 的 困難 さや,資 料収 集 問 題 か ら,欧 米 史家 の研 究 を後付 けなが ら行
われ て きた わ けだ が,「 欧 米 の 史家 はむ しろ,資 本主勘 定 の発 展 に注 意 を
向 けて い るが,商 品勘 定 の発 展 につ いて追 跡 が ほ とん どな い とい って よ
い」(木 村[1958b]390頁)と され る こ と も付 記 して お きた い。 さ らに,そ
もそ も商 品勘 定 を仕 入,売 上,繰 越 商 品 とい う三 勘 定 へ 分割 した 「三分
法 や,更 に分 化 した五 分法 はそ の後 に ア メ リカの会計 学 者 が 主 と して提
唱 した もの」(同)に す ぎな い と もC"'3えよ う。
上 述 した通 り,こ の小 論 稿 は商 品勘 定 を軸 に複 式 簿 記(史)を 捉 え 直す
と どの様 な こ とが い え るの か とい う目鵬 鰍 に よ って い る・ 例 えば7・倒
([1994]22頁)は 商 品勘 定 の形成 を以Fの よ うに第1次 簿 記革 命 と捉 え て
い る。
「ア ム ス テ ル ダ ム と ア ン トワ ー プ とを 中心 に した繊 維 品取 引 の帳 簿 に
よ る会計 記録 は当初 イ タ リア式簿 記法 と して ル カ ・パ チ ョー リ以 来 の伝
統 的方 法 によ って個 々 の事実 を個 別 に受 払 を 記録 計 算 す る こ とを きび し
く求 め る精密 的方 法 で行 われ て い たが,商 品 の多様 化 ・多量 化 の出 現 に
よ って従 来 の簿 記 的 処 理 で は対 応 出 来 な くな り,つ い に1543年 に オ ラ
ンダの ジ ャ ン ・イ ム ピ ン ・ク リス トフ ェ レス(JanYmpynChristoffels)
の新 しい簿 記法 が 『売 れ残 り商 品』 勘 定 を創 設 して総 合 損 益計 算 法 的 な
考 え方 を発表 し,1605年 に は同 じオ ラ ンダの シモ ン ・ステ ヒ ン(Simon
Stevin)が 従 来 の帳簿 上 だ けの計 算 に期 末 の 現 物 たな 卸 計算 を併 用 す る
一 層 明 白な会 計期 間 に よ る総 合損 益 計 算 法 を新 しい簿 記 法 と して案 出 し
たの で あ る。」
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複式 簿 記 の発 生 自体 は,中 世 の金 融 商 人 の記 帳技 術 か らの もの だ と考
え られ る。 債権 債務 関 係 を 人名勘 定 に よ り記録 し
,現 金 勘定 との対 比 で
管 理 し,さ らに預 人 人同{の 勘定 操 作 と して の振 替技 術 もこの 時期 発生
したの で あ ろ う。 そ して,中 世 の商 人 は金 融 業 も兼 ね た者 が 多 か
った こ
とか ら も・ 記 帳 技術 が伝 播 した ことは間違 いな い だ ろ う
。 この間 の 事情
の …端 を 知 るLで 以 下 の 江 村(X1953]121頁)の 面己述 は 参 考 に な る
。
「….・ 複式 簿 記 は1278年 に は未 だ 用 い られ て い なカ・ったが,1327{1{に
はす で に使 用 され るに 至 って いた こ とが 判 る
。 す なわ ち,こ の年,市 政
府 の会 計 に多 くの不 正が行 われ て いた こ との対策 と して
,市 政府 の帳 簿
は 『銀 行 の方式 に な ら って』adm・dumbanchi ,繊 す る こ ととな った。
この こ とは極 め て興 味 深 い事実 で な くて はな らな い
。 何 故 な らば,1327
年以 前 にす で に銀 行 に拙 、て複式 簿 記 の肱 が用 い られ て い た こ とが 明
らか とな るか らで あ る。」
複 式 簿 記 が そ の技術 的基 盤 を発生 させ ,し か も損 益 計 算 シ ステ ム と し
て成 立す る以 前の状 況 は・ この よ うな状 況 を想 定 して い る
。 しか し,「商
品 棚卸 」 腰 件 と しピ 損 益 計 算」 を そ の中心 とす る,現 在三に連 な る複
式 簿記 シ ステ ムの成 ウ1は,人 名勘 定 に よ る債権 債 務 関係 の管 理 に は求 め
られ な いので は な いか。 ま た,名 目勘定 の成 立を 複式 簿 記 の メル クマ ー
ル とす る場 合,通 常 収 益 ・費 用勘 定 の成 、γを い うこ とが多 いが
,現 在
いわれ る と ころ の収 益 ・費 用勘 定 は,勘 定科 目は 異 な る ものの,す で に
その原 型 は商 品勘 定(名 目勘定 としての)と して 形成 され て いた ので はな
いか と考 え られ る。
3.財 務諸表の制度化 と複式簿記の拡張
一交換取引の本格的導入一
前章では,複 式簿記成 立の メル クマー一ルを,損 益計算手段 と しての商
品勘定成1r_と仮定 した。 商人が商品売買 益を確定 す るため,金 融商人の
記帳技術 を応用 しつっ,期 末商品在高を組 み込 む ことによ り,複 式簿記
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は現 在 に連 な る形 で成tし た と考 え る。 つ ま り,複 式簿 記 は,現 在 言わ
れ る と ころ の名 目勘 定 の記 録形 式 と して成`rし た と仮 定 した の で あ る。
しか し,も しそ うで あ るな ら,い わ ゆ る 「ス トック」 と呼 ばれ る貸 借 対
照 表項 目の認 識 は,ど の様 に行 われ て きたので あ ろ うか 。
周 知 の通 り,貸 借 対 照 表 が重 視 されて くるの は・19世 紀 後 半 に株 式 会
社制 度 が一般 化 し,ま たそ れ に伴 って形 成 され た各 国 の商法 あ るい は会
社 法 が制 定 され た こ とを そ の契機 と して い る・ 例 えば・ ドイ ツ にお1ナる
貸借 対 照 表 公表 制度 は,「 早激 な資 本集 中機構 と して の株 式 会社 」 を成
炉 維 持 させ る たぬ 「一 方 に お け る有 限 貢 任 制度 嘩 則 犠 な 呂 制知
の諸 制 度」 の 「対 極 」(津 守 「1963]227-8頁)で あ った。 そ して,「 この こ
とが会 計 制度 で は配 当計算 に対 す る制 約 条件 と して の財 産表 示 と して 貫
徹 して」(井 一Lr19801139頁)い った と考 え られ る。
また,イ ギ リスに お いて も,イ ギ リス最 初 の会 社 法 といわ れ る184姻 こ
の登 記法 で,貸 借対 照 表 の作 成 が 規定 され,そ の雛 形 が1856年 法 で例 示
され たわ けだが,複 式簿 記 を基 本 とす る 「今 日の よ うな意 味 で の 『貸 借
対 照 表」 ・ 「損 益 計算 書』 とい う 二つ の計 算 書類 の 区分 開示 を大 量現 象
と して観 察 しうるの は1910年 代 中葉 以 降 で あ る」 とされ る(千 葉[1992]
274頁)。 む ろん,残 高勘 定 は形成 され て きたで あ ろ うが,そ の性 格 は損
益 勘 定 に振 り替 え られ な い帳簿 残 高 の繰 越 表 の域 を 出 な い もの で あ った
ことが推 測 され る。 従 って,現 在 の よ うな貸借 対 照 表 は,近 代 に な り制
C2)
度 的 に要 求 され た もの と考 え る。
財 務 諸表 の制度 化 に伴 い,商 品勘 定 自体 の発展(口 別損益計算か ら集合
損益計算へ また商品勘定の分割等)と は別 に,今 世紀 以 降・「勘 定 群 を財産
勘 定 と資本 勘定,又 は貸 借対 照 表 勘定 群 と損 益 計算 書勘 定 群 とに分化 す
る傾 向が 出 て来 た」(木 村[1958bユ390頁)と 考 え られ る。従 って,例 え ば
固定 資産 の よ うな貸 借 対 照表 項 目の認 識 は,期 末 商品 在高 の よ うに簿 記
シ ステ ムの形成 に不 口J欠な もので はな くs財 務 諸表 制 度 化 の産 物 と考 え
られ な いだ ろ うか。
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しか しなが ら,で はなぜ財務諸表制度化 の産物 を
,複 式簿記 システム
に取 り込 めたのであ ろうか。既述 の通 り,複 式簿記が その システムを成
立させ たのは,名 目勘定 としての商品勘定 の登場 であ ると したが
,そ の
記入取 引の性格 は損益取引 にほかな らない。 それに対 し,交 換取 引 は,
債権 ・債務関係の記録形式 と して金融業等 では不 可欠 の もので はあ
った
か も しれないが,損 益計算手段 と しての複式簿記 システムにと
って,必
要不 可欠 の もので はない と考え られ る。以下 に簡 単な取 引例を考察 して
み る。
なお,こ の例 は,資 本勘定への記入が な くとも売 買益 は確定で きるの
で はとい う例示にす ぎない。その際 「現金」「売掛金」「買掛 金」および
諸掛(こ の例の中にはないが)と,期 末在高 を含んだ 「商品」勘定 との関係
が複記 により形成 されていることを示 そ うと した
。複式簿記成立 時の機
能を ここで は売買益確定 の手段 と して考えてい るので
,「すべ ての取 引
が複記 されていなければ複式簿言己ではない」 とも訳 ないので はないカa
と考える。
っ ま り,財 産状態の表示等 は,複 式簿記の当初の役 目だ ったので はな
いので はないか という思考 に基づ いて いる
。
①現金100をAか ら借入 れ会社 を設 立
② 商品80を 現金支払 いで仕入れ る
③商品を売 り上げ,現 金110を 受 け取 る
④Bか ら商品60を 掛 けで仕入れ る
⑤Cへ 商品120を 掛 けで売 り上 げた
⑥商品棚卸を行 い,期 末在高を10と 算定
商 品80/現 金
現 金110/商 品












(当 社 か ら)借(り て い る)方







(当 社 に)貸(し て い る)方
Aは 現金100を 受 け取 るべ
きで あ る
Bは 商 品代120を 受 け取 る
べ きであ る
商 品勘 定 の 記録 か ら,商 品売 買 益100が 確定 し,ま た財 産 目録(現 金
130商 品10Cへ の売掛金120;Aか らの借入金100,Bへ の買掛金60)も 作
成 で き(3)。問題 とな るの は,① の交 換取 引 で あ る.現 在 は現 金1・ ・/借
入金100と 仕 訳 され,当 然 の ことな が ら借 入 金勘 定 に転 記 され る こ とに
な る。 しか し,商 品売 買益 確 定 のた め に は,こ の勘 定 は必 要 不可 欠 の も
の で はな い。資本(金)に つ いて も同 じ事 が言 え るが,こ れ が不 可欠 と さ
れ るの は,出 資関 係 が複 雑 さを増 す 形 態 に移 行 した場合,そ して近代 に
な って か らは貸 借 対 照 表 が債 権 者 に対 す る担 保 価値 を表 す こ とが期 待 さ
れ,特 に財 産 価 値 と確 定 債務 との差額 が そ のバ ッフ ァー と して重視 され
た結 果 な ので はな いだ ろ うか。
同様 の こ とが,例 えば固 定 資 産 に つ いて もあて は ま る。 建 物 や設 備 等
の固 定 資産 が資産 と して貸 借 対 照 表 に表 示 され るの は,元 々配 当 計算 に
対 す る制約 条 件 とい う制 度 的 な要 求 か らで あ った。 この要求 に応 え るた
め に は,記 帳段 階 にお いて損 益計 算 とは関 係 しな い ものを複式 簿 記 シス
テ ムに組 み入 れ る こ とが必 要 とな るが,そ れ を 可能 に した のが交 換 取 引
記 入 の本格 的 な導 入 で は な いだ ろ うか。 そ して,そ の金額 の 巨大 さや・
会計 理 論 に支 え られ た減 価 償却 法 等 に よ る事 後 的 な損 益計算 へ の組 み込
み に よ り,あ たか もそ うい った資産 項 目の認 識 こそ複 式簿 記 システ ムの
主眼 で あ る とい った転 倒 が起 きて い った と考 え られ る。 また そ の際 取
得 原 価 を 事後 的 に損 益 計 算 に組 み入 れ る原 価配 分 とい う会計 思 考 は,ス
トックの裏付 けの あ る売 買 益 計算 とい う商人 の リア ルな思 考 とは乖 離 せ
ざ るを得 な い こ とに な る。
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さ らに,交 換 取 引 記入 は,上 述 の様 に様 々 な貸 借 対 照 表項 目を取 り込
め る とい う利 点 を有す る反 面 ,属 性選 択 とい う点 で は実 は不安 定 な もの
で は なか ろ うか。 交 換 取 引 と属 性 の 関 係 が 問題 と して み られ に くい の
は,現 金 収 入 ・支出 との対 応 関係 が確定 しやす いた めで あ る。 しか しな
が ら,贈 与資産 の例 に典 型 的 に み られ る通 り,両 建 て とい う形式 自体 が
特 定 の属 性 と結 びっ いて い るわ けで はな い。
この問 題 が典 型 的 に現 れ て くるの が リー ス資産 の例 で あ る
。 周 知 の通
り・ ア メ リカで は,フ ァイ ナ ンス ・リー ス と して認 識 され た もの は リ_
ス資産 と して貸 借対 照 表 に計 上 しな けれ ば な らな い
。 そ の際 リー ス負
債 との両建 て と して,つ ま り形式 と して は交 換取 引 と して認 識 す る こ と
に な る。 リー ス資産 ・負 債 の認 識 の制度 化 は,自 己資 本比 率 や総 資本 利
益率 とい った財務 比 率 の矛 盾 に対 し,証 券 ア ナ リス ト等 の強 い批 判 が 一
っ の要 因 で あ った と言わ れ る。 従 って リー スの場 合 も有 形 固定 資 産 の 認
識 同様 制 度 的 な要求 に,複 式 簿 記 シス テムが対 応 した例 で あ る と言え
よ う。 そ して・ 制度 的 な要求 と して 資産 増加 ・負 債増 加 とい う両建 て記
入 自体 が要 請 され れ ば,測 定 属性 は現 在 割 引価 値 あ るい は公 正価 値 で も
一般 に認 め られた ものであれば良 い ことに認
。
以 ヒの様 に,複 式簿記 システムは損益計算 システムと して成立 した と
考え られ るが,事 後的 な損益計算の組 み込みを前提 に,交 換取 引を媒介
に して多様 な貸借対照表項 目を認識す ることもで きる。 そ してそれはx
勘定間 の振替技術 によ り新 たな勘定を創 出 して いける複式簿記 の伸縮 自
在性 に依 っていよ う。 ただ し,複 式簿記 は,元 々,取 引事象 を時系列的
に反映 させ なが ら損益を計算す る技 術で あるか ら,「一定時点 にお ける
財政状態 の表示」 を完全 に達成 す ることには今後 とも当然難 があろ う。
貸借対照表項 目をめ ぐる問題 は,作 成方法 たる複式簿記の問題で あった
ともいえ るので はないだ ろうか。
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4.お わ り に
当小論稿 は,ま ず複式簿記発生 の技術的基盤 を中世金融商人の記帳技
術 に求め,さ らに,複 式簿記が損益計算 システム として 「成 、刀 したの
ぐゆ
を,総 記法 的 記入 に よ る商品 勘 定 の生 成 で あ る と仮 定 した。 従 来f商 品
勘定 とい うの は混 合 勘 定 で あ り簿 記 の欠 点 で あ る と 言わ れて きた が,こ
の勘定 こそ損 益 計算 の た めの 手段 と して の名 目勘 定 で あ り,し か も期 末
棚 卸 を要 件 と して い る と考 え る。 これ は,記 帳 の 自然 さ,あ るい は商 品
に対 す る商 人達 の リア ルな思 考 に も支え られ て い よ う。
これ に対 し,「 ス トック」といわ れ る項 目を収 容 す る貸借 対 照 表 は,簿
記 史 的 な展開 か ら生 じたの で はな くY制 度 的 に要求 され た もの で あ る。
複式 簿 記 は,こ の制度 的 な要求 を交 換取 引 の本格 的 な導 入 に よ りシ ステ
ム に組 み込 ん だ。 複式 簿 記 が,制 度 的 ・情 報 拡 張 的 な要 求 に応 え て いけ
るの は,勘 定 間 の均 衡 を達 成 しな が ら,振 替 を軸 とす る連動 性 が 新 たな
勘 定 を創 出で き る伸 縮 自在 性 に よ って い る と考 え られ る。 ま た,測 定 属
性 につ いて 言えば,期 末 在 高算 定 に典型 的 にみ られ る様 に,複 式 簿 記 シ
ス テム は成 立当初 か ら特 定 の測 定 属性 との み結 びっ い て いた わ けで は な
か ろ う しfま た交 換 取 引 を多 用 す る場 合 に属 性 選択 は実 は不 安 定 な もの
とな る こ とを リー ス資産 を例 に指 摘 した。
そ して,複 式簿 記 の展 開 を 考 え る上 で,い った ん複式 簿 記成"rと 資本
勘定 生 成 とを切 り放 して 考え た。思 うに,資 本勘 定 の強調 は,財 産 勘定
系 列 と資 本勘 定 系列 の対比 とい う シェ アー の物 的二 勘 定学 説 に あ ま りに
依拠 した考 え な ので はな か ろ うか。 典型 的 に み られ るのが,商 品勘 定 の
考 え方 だ と思 わ れ る。 シェ アー は,商 品勘 定 につ い て,財 産 勘 定 系列(商
品 ・物的勘定)お よび 資本勘 定 系 列(商 品売買益 ・名目勘定)ど ち らの系列
の要素 も入 り込 む混 合 勘 定 で あ り簿 記 の欠 点 で あ る と説 くが,当 小論 稿
で は元 々複 式 簿 記 は商 品 売 買益 を名 目勘 定 と して の商 品勘 定 にお い て確
定 す る もの と して 成1し た と仮 定 して い る。 シ ェアー理論 は,暗 黙 の う
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ちに貸借対照 表を組 み込んだ理論で あるため,そ れが覆 い隠 して きた問
題 があ ると思 われ る。
例えば資産 ・負債 ・資本 とい ういわゆる 「ス トック」 といわれる財産
系列 の勘 定 は,損 益計算 システ ム と しての複式簿 記の対象 に当初か ら
な っていたので はな く,貸 借対照表の制度化 の要請が あってか ら本格的
に システム内に導入 されたので はなかろ うか と主張 した。っ まり,貸 借
対照表(残 高勘定ではなく)そ の もの も,複 式簿記が拡張 してその システ
ム内 に取 り込んだ例 なので はないか と考えた
。 ただ しiこ の考え は資本
(勘定)を 軽視 して もよいとい うことで は全 くない。問題 は,損 益計算 シ
ステムと して成 立 した複式簿記が,そ の後 いっ頃,ま たいか なる状況の
もと純財産(資 本)と 結 びっ け られなが ら展 開 されて いったのか とい う
点 にあ ると思 われ る。
さて・現在・会計 の 目的 について は,投 資意思決定 に有用 な情報 の提
供 とい う,ASOBAT以 来 の観点が強調 され ている。 それに対 し複式簿
記 は,交 換取 引を媒介 に して,新 たな項 目の認識 とい う要求 に応 える こ
とが可能であ る。 しか しなが ら,も う一方で複式簿 記は,ま すます拡張
す る情 報要求 に対 し 一定 の歯止 め として役r _って いるとも考え られ る。
上述 のよ うに複式簿記 の安定性 は,そ の取引記入形式が特定 の属性 と無
条件 に結 びつ いて生 じて いるわけで はな く,振 替 を軸 とする勘定間 の連
動性が勘定 の 自由な創 出を均衡の取 れた中で達成す ることがで きること
である。損益計算手段 と しての複式簿記 システムは,勘 定間の均衡を達
成 しなが ら,新 たな項 目の認識 や,新 たな財務諸表 の創出を可能 にす る
のであ る。属性 や財務諸表 の選択 自体につ いて は,制 度 を含 めた外部要
因を別 に考察 す る必要 があろ うが,様 々な要求 に対 し安定性 を保 ちっっ
「融通無擬 な伸縮 自在性」(木村[1958b]391頁)で 対応で きる複式簿記 に,
今一度注 目すべ き時期 に来て いるのではないだろ うか。 その際特 に注 目
してい きたいの は,当 小論稿 で も触 れて きた,簿 記理論お よび簿記史の
通説 とされ るシェアー理論 の再吟味であ る。 これを次回論文 の課題 と し
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た い 。
注
(1)こ れ は,売 価還 元 法的 な思 考 によ る もので はないか とい う指摘 を名 占屋
市 甑大学 の富 田知 嗣氏 より受 けた。
(2)制 度 的 要請 とい った場 合,1673年 フ ラ ンス商業条 例 を ど う考え れば よい
のか とい う問題 が存 す る。 「…岸 悦 三教授 に よれ ば1673年 の フ ラ ンスの ル イ
14世 の商 業勅令で会 計帳簿 を記帳 して いな い破 塵者 は詐欺 破産 者 とみな され
て死刑 に処 せ られ るとい う商法 が制定 されて簿 記帳 簿 の法 的強制 が行 わ れ た
こ とは会計 の法制度化 の歴 史的 事実 であ る」(河 野[199450頁)し,あ わ せ
て財産 目録規 定 も制定 された とされ る。 しか しなが ら,果 た して それ らが複
式簿 記 に よ る処 理 を 要請 したか,ま た要請 した な らば どのよ うな形 でか とい
うことにっ いて は明 らかで はない。 会計 帳簿 とい う場 合tと りあえず現金 出
納帳,商 品 有高帳,固 定 資産 台帳 等が想起 され るが,そ れ らのみが簿 記 の存在
を 立証 す るわ けで はない。 また,「 イギ リス最初 の会社法 といわれ る1844年
の登 記法 で,貸 借対照 表 の作成 が規定 され,そ の雛 形 が1856年 法 で例示 され
たの は広 く知 られ る ところで あ るが,損 益計算 書(プ ロフ ィッ ト ・ア ン ド ・
(ロ ス)・ アカ ウ ン ト)の 作 成 が義務づ け られ るの は,そ の後85年 も経過 した
1929年 法 に至 ってか らの ことであ る。」(渡 辺[1993]102頁)と い う記述 か ら
も,ま ず貸借 対照表,次 に損 益計算書 が財 務諸表 と してその作成 ・公表 が義
務づ け られ た ことが分 か る。そ して,勘 定 理論 も この制 度化 を受 けて7財 産概
念 を 中心 と した理 論 か ら,収 益 ・費 用概 念 を中心 と した理 論 へ と変 遷 して
い った こ とが考 え られ る。
(3)こ こで は財産 目録 を,必 ず しも複式簿 記 を 前提 とせず に作成 され る財産
およ び債権債 務 を計 上 した表 と して い る。 これ に対 し,貸 借対 照表 は複式簿
記 が 前提 とされ た表 であ り,し か も資本維 持 あ るいは配 当計 算 とい う制度 的
要請 に基 づ いて作 成 された もの と して い る。そ の際,制 度 的 要請 に基 づか ず,
内的 要 求 に よ り作 成 され る表 が残 高 勘 定 で あ る と考 え る。 従 って,例 え ば
Paciolo簿 記書 に用 い られて い る,BalanceAccountは 貸借 対照 表 と解 す る
べ きで はな く,残 高勘定 と解 すべ きで あ ろ う。
(4)た だ し,交 換取 引 は際限 な く拡 張す るわ けで はない。例 えば,キ ャ ッシ ュ
フ ロー計 算書 にっ いてFASBは,必 要 な財務諸 表 とは しなが ら,第 一次 認識
につ いて は現 金勘 定 を統 制勘定 と して使用 す る直接 法 で はな く,結 果 的 に間
接 法 を容認 して い る。
(5)な お,複 式簿記 成立 の メル クマ ールを資本勘定 で はな く,商 品勘 定 であ
る とい う見解 は以前 に も見 られ た。 しか しなが ら,「 一個 の商 品勘定 の いわば
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分割 によ ってf商 品 在高勘定 と商品売 買勘定 とが設 け られ ることが,複 式 簿
記成 立 の しる しで あ ると見 るべ きで あ る」(木 村重[1955]79頁)と い う見 解
等 は,本 論文 の 並張 とは異質 で あ る。
引用文献
井上清 『ドイ ッ簿記会 計史』 有斐 閣,1980年 。
上 野道輔 『簿 記原理大綱 』有 斐閣,1953年 。
江村稔 『複式簿 記生成 発達史論 』 中央経 済社,1953年 。
木村 重義 『会計学 原論』 同文 舘,1955年 。
木 村和 浪1`「複式 簿記 の歴史 的生成」 『簿記」1958年Vol.9,No.1,(a)。
一 「複式簿 記の成rと そ の後 の発展 」『簿 記』1958年Vol
.9,No.6,(b)。
河 野一一英 『国際比 較 会 計学&経 営 方法 論」 近 代文藝社x1994年 。
小 島男左 夫 『複式簿 記発生 史 の研究』 森 山書 店,1961年 。
千葉準 一一『英国近 代会計制度 一そ の展 開過程 の研 究』 中央経 済社。1992年 。
津守常 弘 「ドイツ静態 論 と秘 密積 、7r.一,」『、11r1.命館経 営学』 第2巻2.3号,1963年 。
戸 田龍介 「複 式簿 記 と ス トック計 算 との関係 に対 す る…試論」 『経 済貿 易研 究』
1958{F3∫ 」。
沼 田嘉穂 『簿 記教科 書(五 訂版)』 同文舘,1992年 。
久野 秀男 「『商品」勘 定 とは何 だ ったのか」『学 習院 大学 経済 論集』第29巻 題3・
4合 併 号,1993年1月 。
茂 木虎 雄 『複式 簿記 の基 礎理 論』 日本評 論社,1981年 。
一 …一…一 「ゴ ッ トリープ」 『会 計学 人辞典 』中央 経済 社
,1980年 。
山 ド勝 治 「複式簿 記 の成 、γと損 益計算 制度 」『会計 』57巻6号,1950年6月 。
渡辺 泉 『決 算会計 史論」 森[1」書店,1993年 。
SomBart,W.,加r辮od召7η θ」Kapitalismus,] .9Q2,2Band.
